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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】作業手順に沿って予めリールを順番に積み重ね
て収容しておけば、作業者は一番下に位置するリールを
取り出すだけで効率よくリールの装着作業を行うことが
できるリール収容ケースを提供する。
【解決手段】テープ状の物品が巻装されたリールＲを底
板３に積み重ねて収容するケースＣにおいて、リールの
正面方向への移動を規制する前板７Ａ、７Ｂをケース正
面に設けると共に、上記前板の下端を底板に対して間隙
を開けて配することにより前板と底板との間にリールの
引き出し口８を設け、ケース下端に対し底板を作業者の
手先を差し入れ可能な程度な間隙６を開けて配すると共
に、底板の前方に作業者の手先が通過可能な程度の大き
さの切り欠き５を設ける。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
テープ状の物品が巻装されたリールを底板に積み重ねて収容するケースにおいて、リール
の正面方向への移動を規制する前板をケース正面に設けると共に、上記前板の下端を底板
に対して間隙を開けて配することにより前板と底板との間にリールの引き出し口を設け、
ケース下端に対し底板を作業者の手先を差し入れ可能な程度な間隙を開けて配すると共に
、底板の前方に作業者の手先が通過可能な程度の大きさの切り欠きを設けたことを特徴と
するリール収容ケース。
【請求項２】
前板の下端と底板との間隙をリール１個分の高さより高く、且つ２個分の高さより低い寸
法に設定した請求項１記載のリール収容ケース。
【請求項３】
ケースの上端または下端に、積み重ねられるケースの下端縁または上端縁が嵌入可能な係
合段部を設けることにより、複数のケースを積み重ね可能とした請求項１または２記載の
リール収容ケース。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この考案は、電子部品を搭載したテープ状の物品を巻装したリールを効率よく収容可能
としたリール収容ケースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、ＴＡＢ（Ｔａｐｅ  Ａｕｔｏｍａｔｅｄ  Ｂｏｎｄｉｎｇ）テープやＣＯＦ（
Ｃｈｉｐ  ｏｎ  Ｆｉｌｍ）テープなど、半導体チップなどの電子部品を搭載したテープ
が広く使用されており、これらはリールに巻装した状態で搬送、収容され、電子部品の実
装装置に使用される。
【０００３】
  この場合、電子部品の実装装置を使用して作業を行う工場においては、テープを巻装し
たリール( 以下、「リール」と称する。) はケースやトレーに水平に寝かせた状態で積み
重ねられて収容され、作業者はそこから所望のリールを取り出して実装装置に装着する。
【０００４】
　一方、この種のリールを上下に積み重ねないで、前後一対の受部間に落としこむことに
より、垂直に立てた状態で横方向に並べて収容するリール収容ケースが提案されている（
特許文献１）。
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－２１０２１号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、工場では通常多種類のリールを使用するので、それを収容する場合でも作業
手順に沿って作業者が取り出しやすいような順番で予め収容することが好ましい。しかし
ながら、リールを水平に寝かせた状態で積み重ねて収容する従来技術の収容方法の場合は
、積み重ねられたリール中の一番下のものを取り出すには、その上に積み重ねられた他の
リールを一旦持ち上げなくてはならず、取り出しが面倒だった。そこで、いきおい一番上
に積んだリールから取り出すことになってしまい、作業手順に沿ってリールを順番に収容
する意味がなくなってしまうおそれがあった。
【０００７】
　一方、リールを上下に積み重ねないで、垂直に立てた状態で横方向に並べて収容する特
許文献１に記載のケースにおいては、リールを積み重ねないので取り出しに際して他のリ
ールをいちいち持ち上げる必要はない。しかしながら、リールは前後一対の受部間に落と
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しこまれることにより垂直に立てた状態が維持されるので、リールを取り出すにはそのリ
ールを一旦上方に持ち上げなくてはならず、その場合に横に位置する他のリールが倒れ込
むおそれもあった。また、任意のリールを取り出すことができることは、反面、作業者に
おいて勝手に任意の位置のリールを取り出せることを意味し、取り出しルールが徹底して
いない場合は、やはり作業手順に沿ってリールを順番に収容する意味がなくなってしまう
おそれがあった。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この考案のリール収容ケースは、以上の従来技術の問題点に鑑みて創作されたものであ
り、テープ状の物品が巻装されたリールを底板に積み重ねて収容するケースにおいて、リ
ールの正面方向への移動を規制する前板をケース正面に設けると共に、上記前板の下端を
底板に対して間隙を開けて配することにより前板と底板との間にリールの引き出し口を設
け、ケース下端に対し底板を作業者の手先を差し入れ可能な程度な間隙を開けて配すると
共に、底板の前方に作業者の手先が通過可能な程度の大きさの切り欠きを設けたことを特
徴とする。
【０００９】
　なお、この考案のリール収容ケースにおいては、前板の下端と底板との間隙をリール１
個分の高さより高く、且つ２個分の高さより低い寸法に設定することが好ましい。
【００１０】
　さらに、ここでは第２考案として、前記の第１考案のリール収容ケースにおいて、ケー
スの上端または下端に、積み重ねられるケースの下端縁または上端縁が嵌入可能な係合段
部を設けることにより、複数のケースを積み重ね可能としたリール収容ケースも開示する
。
【考案の効果】
【００１１】
　この考案によれば、作業者が一番下に位置するリールを引き出そうとした場合、それよ
り上のリールはケース正面に設けられた前板により前方への移動が阻止されるので、リー
ルを引き抜くだけで、ダルマ落とし式に一番下に位置するリールだけが引き出されること
となる。一方、作業者の手先を差し入れ可能な程度な間隙を開けて底板がケース下端に対
し浮かせて配されると共に、底板の前方には作業者の手先が通過可能な程度の大きさの切
り欠きが設けられるので、作業者はこの間隙に手を差し入れて切り欠き上に位置するリー
ルを前方にたぐり寄せることができる。よって、単にリールをたぐり寄せて引き出すだけ
で、それ以外の何らの特別な手当てを要せず片手でリールを簡単に取り出すことができる
。
【００１２】
　以上の効果から、この考案によれば作業手順に沿って予めリールを順番に積み重ねて収
容しておけば、作業者は一番下に位置するリールを取り出すだけで効率よくリールの装着
作業を行うことができる。また、作業者は一番下に位置するリール以外は勝手に取り出す
ことができないので、作業手順に沿って収容されたリールの順番が乱されることがない。
【００１３】
　また、第２考案によれば、ケース同士を上下方向に積み重ねることが可能となり、この
場合、上段のケースの底板とケース下端との間隙は上段のケースのリールを取り出すため
の手の差し入れ代として機能すると共に、下段のケース内にリールを積み重ねるための挿
入代としても機能することとなる。よって、ケース同士を積み重ねても下段のケースにも
何らの支障なくリールを補充することが可能となり、リールの種類ごとにケース分けして
積み重ねる収容方法も可能となる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、この考案のリール収容ケースの具体的実施例を添付図面に基づいて説明する。図
１はこの考案のリール収容ケースＣの全体を示す斜視図である。このケースＣはリールＲ
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を水平に寝かせた状態で積み重ねるための底板３の三方を背板２、左右の側板１Ａ、１Ｂ
で囲った基本構成を有し、正面には前板が設けられる。この前板は積み重ねられたリール
Ｒの正面方向への移動を規制するためのものであり、この実施例においては中央を開放し
た状態で、側板１Ａ側の前板７Ａ、側板１Ｂ側の前板７Ｂとして設けられる。
【００１５】
　そして、前記の前板７Ａ、７Ｂの下端は底板３に対して間隙を開けて配されることによ
り、前板と底板との間にリールＲの引き出し口８が構成される。この実施例においては、
上記の間隙はリールＲの１個分の高さより高く、且つ２個分の高さより低い寸法に設定す
ることにより、一番下に位置するリールＲのみが正面方向に引き抜き可能なように構成さ
れる（図２～４参照）。
【００１６】
　一方、前記の底板３はケースＣの下端１０に対し作業者の手先を差し入れ可能な程度な
間隙６を開けて配されることにより、手先の挿入代が構成される。そして、底板３の前方
には作業者の手先が通過可能な程度の大きさの切り欠き５が設けられる。
【００１７】
　また、この実施例においては、ケースＣの上端周側に、積み重ねられるケースの下端縁
１０が嵌入可能な係合段部９を設けることにより、複数のケースを積み重ね可能としてい
る（図５参照）。なお、前記の係合段部はケースの下端に設けてもよいことは勿論である
。
【００１８】
　以上のケースＣはこの実施例では金属板により構成しているが、プラスチック等により
成形してもよいことは勿論である。なお、ケースをプラスチックにより構成した場合は、
収容されるリールの電子部品を静電気から保護するために帯電防止のための手当てが必要
となる。
【００１９】
　以上の構成よりなるこの考案のリール収容ケースにおいては、リールＲは水平に寝かせ
た状態でケースＣ内に積み重ねて収容される（図１～２参照）。また、取り出しにあたっ
ては、底板３の下方の間隙６から手先を挿入して、底板の切り欠き５から一番下のリール
をたぐり寄せて前方に引き抜けば、前板７Ａ、７Ｂによりそれより上のリールの前方への
移動が阻止された状態で、ダルマ落とし式に一番下に位置するリールだけが引き出される
（図３～４参照）。
【００２０】
　また、ケースＣ同士を積み重ねた場合は、上段のケースＣの底板５とケース下端１０と
の間隙６は上段のケースのリールＲを取り出すための手の差し入れ代として機能すると共
に、下段のケース内にリールを積み重ねて収容するための挿入代としても機能することと
なる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】この考案のリール収容ケースの斜視図。
【図２】同上、使用状態の斜視図。
【図３】同上、使用状態の斜視図。
【図４】同上、使用状態の斜視図。
【図５】同上、積み重ねた状態の斜視図。
【符号の説明】
【００２２】
　　Ｒ　　　　リール
　　Ｃ　　　　ケース
　　３　　　　底板
　　６　　　　間隙
　　８　　　　引き出し口
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　　９　　　　係合段部

【図１】 【図２】
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【図５】
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